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会員紹介コーナー 

鏑川土地改良区 

 鏑川土地改良区は、国営鏑川農業水利事業が着工された、昭和３４年に設立さ

れ、国営事業、県営事業によって完成された、水利施設の維持管理を行っていま

す。 

 当地方は川床が低く鏑川の水利用が困難で、特に畑作台地は旱魃の常習地帯で

あったため、国において鏑川の支流南牧川に南牧頭首工を設け、基幹水路３０．

３㎞を新設し、基幹水路の途中に大塩・竹沼の貯水池を新設し、河川の豊水時に

貯水し、渇水時に不足分を補うという目的で、国営が昭和４５年、県営が同４９

年に完成しました。 

 受益地は、富岡市、藤岡市、下仁田町、甘楽町及び吉井町で当初２，６３５㌶

の受益地で発足しましたが、既設の水利組合の関係や、社会情勢の変化による上

水道転用などがあり、現在の水利権面積は１，６２８㌶となっています。 

 国営で造成された水路は隧道が多く、地域用水としては不向きですが、２つの

貯水池（大塩・竹沼）は環境用水として、大きな役割を果たしております。 

中村堰土地改良区 

 中村堰土地改良区は、用水の歴史は古く鏑川水系最古といわれており、奈良朝

時代（８００年～）に開削されたと推測されています。 

 当地区は藤岡市の北部に位置する美土里、小野、神流地区及び多野郡新町の一

帯を灌漑しております。昔この地区には中村堰、立石堰、森新田堰と３堰があり

ましたが、寛保２年（１７４２年）の大水害により大被害を受け２施設は流失壊

滅してしまい難を逃れたのが中村堰だけであり、合口にて復旧して地域を潤して

いるのが現在の中村堰用水です。 

 時代は過ぎて当地に泉通寺という寺があり、その時の住職「大渓考順」という

立派な和尚さんがいて鏑川から豊富な用水を引けるように栗板で作った埋樋（サ

イフオン）を安政４年（１８５７年）に考案し工事を完成させました。孝順和尚

（１８８９年没）さんのこの偉業にたいし中村堰中興の祖として尊敬され現在で

も語り継がれています。 

 明治１０年（１８７８年）に内務省が新町へ官営屑糸紡績所（現在の鐘紡新町

工場）として工場を建てました。動力源となる電気を起こす水車を回すために中

村堰用水が使われていた、灌漑用水、生活用水、防火環境用水等々の長年にわた

り地域資源として貢献してきました。 
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耕作放棄地クリーン大作戦 

道普請型ぐんまクリーン大作戦 耕作放棄地クリーン大作戦 

里山・平地林クリーン大作戦 

河川・道路クリーン大作戦 

  ◎  事業の内容 

 １） 耕作放棄地における花の景観づくり 

 ２） 耕作放棄地のうち防災上保全管理が必要な農地におけるゴミ等の除去、草花の植栽、       

        簡易な保全対策等  

 ３） 農業用用排水路の草刈りなどの清掃活動や草花の植栽等 

  

 ◎ 事業主体 

    自発的に美化活動を行う住民団体等（自治会・ボランティア団体などで登録団体の規模           

    は１０人以上とします。） 

    なお、詳細については、土木事務所・農政事務所・林業事務所へ問い合わせして下さい。 

      

花の景観づくり 

道 路 

耕作放棄地 

農 地 

農業用用排水路 

道路又は農地 

農 地 

保 全 対 策 

水路敷 

安全施設 

 県では新規事業の「道普請型ぐんまクリーン大作戦」を県民参加型の公共事業として、土

木、農政、林務の三部協調で今年度から実施します。農政部ではこのなかで「耕作放棄地ク

リーン大作戦」を実施しますが、これは耕作放棄地の花の景観づくり、ゴミの除去及び農業用

用排水路の清掃活動や花づくり活動をとおして農村地域が有する景観の維持・保全を図ろうと

するものです。 

草刈り、植栽 
草刈り、植栽 (ｸﾞﾗﾝﾄﾞｶﾊﾞｰﾌﾟﾗﾝﾄ) 

花づくり (耕耘,花の選定,育苗,栽培管理) 

ゴミ掃除、堀さらい 

林 地 

耕作放棄地 

 ゴミ等の除去、草花の植栽等 

簡易な保全対策 

農 地 簡易な保全対策 



水に関連した故事・成語コーナー 

水と油〈あぶら〉 

水と油が混ざり合わない

ように、しっくり調和しない

こと、たがいに性分〈しょう

ぶん〉のあわないことをた

とえていう。 

水の滴〈したた〉

るよう 

水が滴るかのように人の

顔や肌などが瑞々〈みず

みず〉しく美しい。きわだっ

て美しいさまの形容。 

これが最後と覚悟を決めて

全力を尽くして物事にあた

ること。川をうしろに陣をしい

ていれば、前の敵を破るし

かないことから、この例えが

出た。 

 

背水の陣 

用 語 解 説 コ ー ナ ー 

 平成９年に改正された「新河川法」では、旧法における工事実施基本

計画に替えて「河川整備基本方針」と「河川整備計画」を定めることと

なりました。 

 これらを作成する際には、河川環境の整備と保全に関し、流水の清潔

の保持、景観、動植物の生息地または生育地の状況、人と河川との豊か

なふれあいの確保を考慮することとしており、「河川整備基本方針」に

は河川整備の基本となるべき事項、「河川整備計画」には具体的な河川

工事及び河川の維持に関する事項を定めることとしています。 

 私たち農業利水者にとって最も関連することは、「河川整備基本方

針」には維持流量が、また、「河川整備計画」には正常流量が記載され

ることです。 

 正常流量とは、渇水時において維持流量と利水用量の双方を満足する

流量のことです。 

 維持流量とは流水の正常な機能を維持するために必要な流量のことで

すが、具体的には漁業、景観、河川管理施設の保護、地下水位の維持、

動植物の保存、流水の清潔の保持などを総合的に考慮して定めます。 

 利水用量は、かんがいや上水道などの目的のために流水を占用してい

る用量のことです。 

 利根川本川について建設省では、平成１１年度に「河川整備基本方

針」、平成１２年度に「河川整備計画」を定めようとしており、県内の

河川は県河川課が順次定めていく予定となっています。 

 県河川課では、碓氷川において平成１１年度に「河川整備基本方針」

を定める予定ですが、このなかで地域の意見を聞くために「流域委員

会」を設置する方針です。 

河川整備基本方針、河川整備計画 



岡崎用水土地改良区 

群馬県内ダム紹介コーナー 

矢木沢 ダ ム 

ダム諸元 

管  理  者 水資源開発公団 流域面積(km２) 167.4 型       式 ｱｰﾁ式ｺﾝｸﾘｰﾄﾀﾞﾑ 

河  川  名 利    根   川 湛水面積(km２) 5.67 放流設備 ｸﾚｽﾄｹﾞｰﾄ、ﾊﾞﾙﾌﾞ 

貯水池名 奥   利   根   湖 位       置 群馬県利根郡水上町 発       電 矢木沢発電所(東電) 

目 的 

洪水調節・特定かんがい・発電・水道用水 

 岡崎用水は、元和の昔、初代代官岡上九左衛門景純公により開発され、三代目

代官岡上治郎兵衛景能公のときに完成、今日に至っております。宝永５年に榛名

湖水利権紛争があり、江戸において数年間水利権確保のため奔走し、更に裁判も

９ヶ月に及び水利権を勝ち取り、その後、岡崎水利組合が設立されました。土地

は、軽石混じりの砂礫土であり、地域内の水路は殆ど素堀水路のため取水利用も

困難をきしている状態でした。農家は畑作を主とした低位生産の営農方法を転換

して経営の安定を計るべく、昭和３７年７月３０日岡崎用水土地改良区を設立、

当時の組合員数は１３２名であり、幹線用水路は三面コンクリート、支線水路に

はＵ字溝を使用、貯水池は広場地区に１ヶ所、柏原地区に１ヶ所、水路３，９５

４ｍ、水田４０㌶の土地改良事業を行い、昭和４３年に完成しました。 

 その後、昭和６３年度（平成元年１月）に岡崎土地改良区を設立し、現在、県

営ほ場整備事業を実施中であります。基盤整備と共に貯水池５ヶ所を設置し、パ

イプラインによる田畑への給水、従来の水路は工事と共に廃止され平成１１年度

に完了の予定であります。 
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